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1. はじめに 
現在，ネットワークサービスの多様化により，

パーソナライズサービスの提供が盛んに行われて
いる．しかしながらパーソナライズの要求は企業
に限らず，一個人であっても Web 上で日記や写真
などを公開している場合，時として訪問者に即し
た閲覧形態を提供したいという要求があると言え
る．そこで我々は，情報公開者自身が公開する情
報をどのようなユーザに閲覧させたいのか，ユー
ザプロファイルを参照することで決定できる，ユ
ーザプロファイルを用いた情報公開手法の提案お
よび本手法を汎用的に利用･提供を行うためのサー
ビスモデルの提案を行ってきた[1]． 
ここで課題となったのがプロファイルの収集方

法である．より高度なパーソナライズを行うため
には，サービス提供者自身が保持していない様々
なプロファイルが必要となる．しかし，現在プロ
ファイルの種類は多岐に渡り散在していると言え，
それらを一個人やサービス提供企業が無作為に収
集することは，運用面やプライバシー面で多々問
題がある． 
そこで本稿では，それらの問題を考慮した，ユ

ーザ端末上で動作するユーザプロファイル収集エ
ージェントの提案を行う．また，本エージェント
を利用し，より高度なパーソナライズサービスを
実現するためのサービスモデルについて述べる． 
2. 類似研究 

類似研究として，ユーザプロファイル管理エー
ジェントがある[2]．サービスシステムとクライア
ントの間に存在し，プロファイルの蓄積とサービ
スシステムのプロファイル要求に対する応答を媒
介するものである．複数のユーザで共有すること
でプロファイルの共有ができ協調フィルタリング
への対応が可能で，また異なるサービスシステム
間で共通のプロファイルを利用することができる． 

しかし，昨今プロファイルの種類が多岐に渡っ
ていることから，収集するプロファイルの種類が
ユーザ共通であることによるユーザの望まないプ
ロファイルの収集，それらを集中管理することに
より生じるエージェントの負荷問題，新出･未対応
プロファイルへ対応するための更新作業が随時必
要等の問題がある．また，プロファイル収集とサ
ービスシステムからのプロファイル要求に対する
応答が，ユーザの意図によらずに自動で行われて
しまう問題がある． 

3. ユーザプロファイル収集エージェント 
本研究で提案している，企業に限らず一個人が

運営するサービスシステムでも高度なパーソナラ
イズを実現するためのシステム構成を図 1 に示す． 

本稿で提案するユーザプロファイル収集エージ
ェント(以下，エージェントと記す)は，システムの
中核に位置し，散在するプロファイルの収集，
様々なサービスシステムに対するプロフィルの提
示を行う．エージェントは，ユーザ端末(PC や携
帯)上で動作し，収集するプロファイルの種類の決
定，プロファイルの提示の可否をユーザに一任す
ることで，汎用性の向上，プライバシーの配慮を
行う．エージェントの主機能は，プロファイルの
登録･収集･加工･管理･提示である． 
3.1 プロファイルの登録 

エージェントは収集対象とするプロファイルを
自身に登録する必要がある．ユーザがプロファイ
ルを管理しているシステムへアクセスした際，そ
のプロファイルシステムが収集を許している場合
に，エージェントは収集の対象とするかをユーザ
に問い合わせて登録を行う． 
3.2 プロファイルの収集 

エージェントは収集対象として登録されたプロ
ファイルシステムから，ユーザが収集を許可した
プロファイルの収集を行う．収集の頻度とタイミ
ングは以下のように定義する． 
1) 要求時に収集 
サービスシステムからプロファイル要求があっ

たときにプロファイルの収集を行う．リアルタイ
ム性を求めるプロファイルに有効である． 
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図 1  高度なパーソナライズ実現のための 
システム構成 
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2) 一定間隔 
一定時間間隔ごとにプロファイルを収集する．

位置情報を利用したユーザの行動履歴やプレゼン
ス情報を利用した状態遷移履歴といったように継
続的に収集することでも意味を成すプロファイル
等に有効である． 
3) イベント発生時 

ユーザが何かアクションを起こした際に発生し
たプロファイルを収集する．例えば，ユーザが店
を訪れ商品を手に取った時にその商品の情報を収
集することで，後にWeb検索等で生かし検索の補
助を行うことなどが可能となる． 
3.3 プロファイルの加工 

エージェント内での管理を円滑に行うため，収
集したプロファイルはフォーマットに沿って加工
される．ユーザにとって透過的な処理である． 
3.4 プロファイルの管理 
エージェントが管理可能な情報量やプロファイ

ルの信頼性を考慮し，プロファイルには優先度や
生存時間を付与し管理を行う．また，登録した収
集対象となっているプロファイルを実際に収集す
るかの可否，プロファイル要求に対してプロファ
イルの提示を自動で行うか，ユーザに問い合わせ
るかの設定等を行うための機能を提供する． 
3.5 プロファイルの提示 
サービスシステムはユーザからのアクセスに対

し，パーソナライズのために必要なプロファイル
をユーザ端末のエージェントに要求する．エージ
ェントは要求されたプロファイルの提示の可否を
ユーザに問い合わせ，提示可能なプロファイルの
みをサービスシステムに提示する． 
4. 高度なパーソナライズサービスモデル 
パーソナライズサービスを行っている従来のシ

ステムでは，自身で管理しているユーザのプロフ
ァイルのみをその判断要素としている．本エージ
ェントを用いた場合，従来よりもパーソナライズ
で利用可能なプロファイルが増加するので，より
ユーザに沿った高度なパーソナライズサービスが
可能となる．エージェントを用いた際のサービス
モデルの例を図 2 に示す． 

ユーザ端末内のエージェントは，ユーザの各種
プロファイルや位置情報，プレゼンス情報，また
各種センサーから取得できる情報などを収集する
(図 2 下部)．ユーザがオンラインショッピングや
Web 閲覧などの各種サービスを利用する際，サー
ビス提供側はパーソナライズを行うために必要な
プロファイルの要求を行い，ユーザは必要に応じ
てその要求に応え，エージェントがプロファイル
を送信する(図 2 上部)．つまり，ユーザは高度なパ
ーソナライズを受けたい時だけプロファイルを提
示すればよいことになる． 

サービス提供側は自身が保持していないプロフ
ァイルを得ることができ，従来よりも高度なパー
ソナライズサービスが可能となる．また，企業が
提供するサービスに限らず，一個人が運営するサ
ービスであっても，エージェントと通信を行うた
めのインターフェイスを導入すれば，パーソナラ

イズを利用したサービスを行うことが可能である． 
サービス提供側は，プロファイルを管理してい

るシステムと通信を行うのではなく，プロファイ
ルを保持しているユーザのエージェントとのみ通
信を行うだけよく，運用面における煩雑さは少な
いと考えられる． 
5. まとめと今後の課題 
本稿では，散在するユーザプロファイルを効率

的に利用可能にするためユーザプロファイル収集
エージェントを提案し，より高度なパーソナライ
ズサービスを可能とするため本エージェントを適
用させたサービスモデルを示した． 
単にプロファイルと言っても，年齢や性別とい

った一般的なものから，Web ページの閲覧履歴や
購買した本のリストといったように特殊なものも
考えられる．またプロファイルシステムによって
その表記方法が異なるため，運用において不整合
が生じないためにも，各プロファイルの統一的な
表現方法や意味付けが必要となる． 
本エージェントの概念では，組み込む端末を選

ばないという特徴がある．PC や携帯端末はもちろ
んのこと，ユビキタス社会では，時計やバッチと
いった普段身に着ける様々な小物にエージェント
を組み込めることが考えられる．これにより，現
実の生活空間におけるサービスに近づくだけで，
ユーザに即したサービスを提供するという適応も
考えられる． 
今後は PC や携帯端末上でエージェントの実装を

行い，収集可能なプロファイルが既存の様々なサ
ービスにどのように効果的であるか評価を行って
いく． 
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図 2  エージェントを適用させた 
サービスモデル 
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